
２０１９年（平成３１年）３月２５日（月曜日）

　

札
幌
市
水
道
局
は
18
日
、

札
幌
環
境
維
持
管
理
協
会

と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
水

道
の
応
急
給
水
活
動
の
応
援

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

た
。
広
域
的
な
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
病
院
や

避
難
所
へ
水
を
運
搬
す
る
加

圧
式
の
給
水
車
を
確
保
す
る

た
め
、
同
協
会
が
保
有
す
る

給
水
車
な
ど
に
よ
る
応
急
給

水
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を

定
め
る
も
の
。
同
日
、
水
道

局
庁
舎
で
協
定
締
結
式
を
開

催
、
三
井
一
敏
・
札
幌
市
水

道
事
業
管
理
者
と
原
田
利

明
・
同
協
会
会
長
（
協
業
組

合
公
清
企
業
代
表
理
事
）
が

協
定
書
に
調
印
し
た
。

　

協
定
締
結
式
で
三
井
管
理

者
は
「
大
規
模
な
災
害
が
い

つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
な

か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災

の
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
協
定
締
結
を

契
機
に
さ
ら
に
関
係
を
深

め
、
災
害
時
の
か
け
が
え
の

な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
尽

力
を
い
た
だ
け
れ
ば
」、
原

田
会
長
は
「
当
協
会
の
会
員

企
業
は
大
量
の
水
を
積
載
で

き
る
資
機
材
を
多
数
有
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
機
材

を
有
効
に
活
用
し
て
市
民
生

活
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
大
変
意
義
が
あ
る
」
と

語
っ
た
。

　

同
協
会
は
道
路
や
管
き
ょ

の
清
掃
事
業
者
な
ど
23
社
で

　

東
京
都
発
注
の
水
道
工
事
、
下
水

道
工
事
で
工
事
を
受
注
し
た
管
工
事

事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
20
周
年
を

迎
え
た
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
水

工
技
研
（
本
社
・
東
京
都
中
野
区
）。

主
に
発
注
者
へ
の
提
出
書
類
や
図
面

作
成
を
手
が
け
、
右
肩
上
が
り
で
業

績
を
伸
ば
し
て
き
た
。

　

「
下
水
道
管
の
再
構
築
工
事
の
完

了
図
の
作
成
業
務
が
当
社
の
始
ま
り

で
し
た
が
、
阪
神
大
震
災
を
機
に
水

道
管
耐
震
化
工
事
の
完
成
図
作
成
業

務
が
増
加
し
ま
し
た
。
今
で
は
80
％

が
水
道
、
20
％
が
下
水
道
の
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
」と
大
阿
久
紀
章（
お

お
あ
く
・
の
り
あ
き
）
社
長
。

　

大
阿
久
章
二
氏
（
現
会
長
）
が
水

工
技
研
を
設
立
。

測
量
調
査
部
、
シ

ス
テ
ム
開
発
部
、

開
発
事
業
部
な
ど

組
織
を
拡
大
し
て

き
た
。
平
成
25
年

に
は
紀
章
氏
が
２
代
目
社
長
に
就
任

し
た
。

　

工
事
を
受
注
し
た
管
工
事
事
業
者

は
人
手
不
足
と
現
場
に
携
わ
る
た

め
、
各
種
申
請
書
類
の
作
成
時
間
が

な
く
、
水
工
技
研
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
た
。
水
道
工
事
関
連
で
は
、
施
工

計
画
書
、
作
業
帯
図
の
作
成
、
水
道

局
へ
の
提
出
書
類
と
し
て
週
報
・
進

行
図
・
各
種
整
理
簿
、
設
計
変
更
業

務
、
完
成
図
、
工
事
記
録
写
真
帳
を

手
が
け
る
。
作
業
帯
図
は
警
察
か
ら

道
路
使
用
許
可
書
を
得
る
な
ど
、
安

全
な
工
事
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

な
る
。
１
日
の
配
管
を
繋
ぎ
合
わ
せ

る
と
帯
図
と
な
る
。
１
案
件
で
Ａ
３

用
紙
50
枚
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
週

報
は
週
に
１
回
、
水
道
局
に
提
出
す

る
。
週
報
の
内
容
は
主
に
工
事
進
行

図
に
な
る
。
工
事
の
集
大
成
が
完
成

図
だ
。
工
事
記
録
写
真
帳
は
定
め
ら

れ
た
場
所
で
現
場
監
督
が
撮
影
す

る
。
道
路
を
掘
削
し
て
埋
戻
し
ま
で

の
全
て
を
撮
影
す
る
た
め
、
１
工
事

２
万
枚
か
ら
６
万
枚
に
達
す
る
。
現

場
か
ら
送
ら
れ
る
写
真
を
日
付
順
で

並
べ
る
作
業
だ
。
１
工
事
５
～
６
冊

を
製
本
し
て
提
出
す
る
。

　

下
水
道
工
事
関
連
で
は
測
量
や
作

業
帯
図
、
完
了
図
の
作
成
を
行
う
。

　

「
一
番
気
を
配
る
の
が
作
成
す
る

図
書
の
整
合
性
で
す
。
工
事
を
総
括

す
る
の
で
ミ
ス
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
週
報
は
例
え
ば
鉄
管
５
本
を

入
れ
た
図
面
を
書
き
、
バ
ル
ブ
、
継

手
、
材
料
、
ボ
ル
ト
１
本
ま
で
集
計

し
ま
す
。
ボ
ル
ト
１
本
間
違
え
る
と

竣
工
検
査
に
合
格
し
ま
せ
ん
」
と
気

が
抜
け
な
い
こ
と
の
連
続
だ
。

　

社
員
は
常
に
仕
様
の
変
更
に
敏

感
。
年
度
で
仕
様
書
が
変
わ
る
た

め
、
勉
強
に
余
念
が
な
い
。
ま
た
、

社
員
の
大
半
は
長
期
に
わ
た
り
書
類

管
理
や
図
面
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
検
査
時
の
補

助
も
行
う
。

　

こ
う
し
た
仕
事
に
対
し
て
大
阿
久

社
長
は
「
創
業
以
来
、
右
肩
上
が
り

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
東
京

都
に
限
ら
ず
、
首
都
圏
ま
で
視
野
に

入
れ
て
業
務
拡
大
を
し
て
い
き
た

い
。
自
分
が
率
先
し
て
会
社
を
引
っ

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
社
を
更
に
大
き
く
し
て
盤
石
の
も

の
に
し
た
い
」
と
更
な
る
発
展
を
目

指
す
。
ま
た
、
測
量
で
得
ら
れ
る
情

報
、
管
路
の
管
理
状
況
、
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
絡
め
た
新
規
事
業
に
も
意

欲
を
示
す
。「
水
道
局
や
管
工
事
事

業
者
、
管
材
商
社
と
の
お
付
き
合
い

も
長
く
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
信
頼
関
係
も
更
に
強
固
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
」
と
ヤ
ル
気
満
々

だ
。

　

趣
味
は
ギ
タ
ー
演
奏
と
ビ
リ
ヤ
ー

ド
。
10
歳
と
７
歳
の
子
供
と
遊
ぶ
の

が
好
き
だ
が
、
多
忙
で
時
間
が
な
い

の
が
悩
み
の
種
だ
。
東
京
都
中
野
区

出
身
、
昭
和
48
年
生
ま
れ
、
45
歳
。

管
工
事
事
業
者
を
支
え
る

申
請
書
や
図
面
作
成
を
代
行

創
業
20
周
年
迎
え
る

大
阿
久 

紀
章
氏

水
工
技
研
社
長

ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

時
流

東
京
駅
の
広
告

　今年２月に創立110周年を迎えた栗本鐵工所は、記念

事業の一環として２月から新幹線の東京、名古屋、新大

阪駅にＰＲ広告の掲示を始めた。４月からロゴが変わる

ことを広く知ってもらうことを目的としている。

　掲示内容は、新大阪駅（23・24番線ホーム　13号車付

近階段上部キヨスク壁面）のものは、『平成から［　　］

へ、クリモトから［　  ］へ』と上下に書かれ、新しい

元号の始まりとともに同社のロゴが変わることを予告し

たもの。

　名古屋駅（16・17番線ホーム　９号車付近自動販売機

裏）と東京駅（第９ホーム18番・19番線　12号車付近階

段上部）はタテ型とヨコ型の違いはあるが内容は同じ

で、右側に手書きの「くりもと」の文字や栗の字を丸く

囲みバックが黄色のもの、赤い太字の「くりもとさん」、

クリの写真が並び、さて、新しいクリモトはどれに変わ

るでしょう？と質問を投げかける問題形式となってい

る。

　４月からは同社の最寄り駅である大阪メトロ四ツ橋駅

にも掲示されるとともに、新幹線３駅のものは内容が変

更となる。掲示期間は来年１月末までの１年。

新
大
阪
駅
の
広
告

新幹線３駅にロゴ変更予告広告

新
生
ク
リ
モ
ト
を
Ｐ
Ｒ

栗
本
鐵
工
所

　

ビ
ッ
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

（
会
長
＝
大
川
内
稔
・
日
本

ヒ
ュ
ー
ム
社
長
）
は
、
ビ
ッ

ク
リ
ー
ト
（
下
水
道
用
耐
食

性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
製
品
の

現
場
追
跡
調
査
結
果
を
公
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
対
象

12
現
場
（
供
用
年
数
５
年
～

21
年
）
の
う
ち
、
11
現
場
で

健
全
な
状
態
と
い
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
残
り
１
つ
、

供
用
19
年
を
経
過
し
た
現
場

で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面

に
荒
れ
た
状
態
が
確
認
さ
れ

た
も
の
の
、
供
用
状
態
に
は

問
題
の
な
い
軽
度
の
も
の

だ
っ
た
。
ま
た
、
普
通
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
硫
黄
侵
入
速
度

の
平
均
値
に
比
べ
て
、
ビ
ッ

ク
リ
ー
ト
製
品
は
約
16
分
の

１
と
い
う
レ
ベ
ル
に
な
っ
て

お
り
、
優
れ
た
腐
食
抑
制
効

果
が
確
認
さ
れ
た
。

　

調
査
は
供
用
中
の
マ
ン

ホ
ー
ル
内
面
、
下
水
道
管
内

面
、
コ
ア
の
採
取
を
対
象
に

行
っ
た
。全
国
の
６
地
区（
北

海
道
、
東
日
本
、
東
海
、
関

西
、
中
四
国
、
九
州
）
ご
と

に
２
現
場
を
選
定
。
調
査
項

目
は
▽
気
相
部
の
平
均
硫
化

水
素
濃
度
と
温
度
の
計
測
▽

製
品
表
面
の
外
観
調
査
▽
腐

食
深
さ
お
よ
び
硫
黄
侵
入
深

さ
の
測
定
―
と
し
た
。
こ
の

う
ち
、
気
相
部
の
硫
化
水
素

濃
度
測
定
で
は
最
大
値
21
ｐ

ｐ
ｍ
、
最
小
値
０
ｐ
ｐ
ｍ
、

平
均
値
０
・
２
ｐ
ｐ
ｍ
と
い

う
結
果
が
出
た
。

　

ビ
ッ
ク
リ
ー
ト
製
品
は
開

発
か
ら
25
年
が
経
過
し
、
平

成
29
年
９
月
の
累
計
出
荷
実

績
は
20
万
２
６
９
㌧
に
達
し

て
い
る
。
そ
こ
で
腐
食
抑
制

に
対
す
る
実
効
性
や
、
長
期

間
に
わ
た
る
健
全
度
を
確
認

す
る
た
め
、
調
査
を
行
っ

た
。同
協
会
の
担
当
者
は「
調

査
に
よ
り
下
水
道
施
設
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
対

し
て
有
効
と
の
裏
付
け
が
得

ら
れ
た
。
次
世
代
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
有
効
と
い
う
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
に
、
さ
ら

に
調
査
を
実
施
し
て
い
き
た

い
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

浜
松
市
上
下
水
道
部
は
19

日
、
同
部
住
吉
庁
舎
で
平
成

30
年
度
下
水
道
工
事
現
場
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
を
開
い
た
。
工
事

現
場
環
境
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
工
事
現
場
周
辺
の

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
部

発
注
の
下
水
道
工
事
現
場
で

施
工
業
者
が
実
施
し
た
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
状
況
を
審

査
し
、
優
れ
た
も
の
を
表
彰

す
る
も
の
。
今
年
度
は
６
件

の
応
募
が
あ
り
、

第
１
、
２
次
審
査

の
結
果
を
踏
ま

え
、
最
優
秀
賞
は

赤
堀
産
業
、
優
秀

賞
は
マ
ッ
ト
と
常

盤
工
業
、
特
別
賞

は
元
建
建
設
に
決

定
し
た
。
表
彰
式

で
は
、寺
田
賢
次
・

同
市
水
道
事
業
及

び
下
水
道
事
業
管
理
者
が
、

受
賞
企
業
の
代
表
者
に
表
彰

状
を
授
与
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
赤

堀
産
業
は
、
図
を
用
い
た
大

型
看
板
で
工
事
工
法
を
わ
か

り
や
す
く
表
現
す
る
と
と
も

に
、
直
接
訪
問
に
よ
る
工
事

案
内
の
配
布
を
行
っ
た
。
ま

た
、
現
場
周
辺
の
交
通
安
全

マ
ッ
プ
を
作
成
し
交
通
事
故

防
止
に
努
め
た
ほ
か
、
路
面

段
差
や
マ
ン
ホ
ー
ル
転
落
防

止
の
注
意
喚
起
の
強
化
、
工

事
の
事
前
周
知
や
騒
音
計
に

よ
る
定
期
的
な
観
測
に
よ
る

騒
音
対
策
、
地
元
中
学
校
の

校
外
学
習
と
し
て
現
場
見
学

会
の
開
催
な
ど
に
も
取
り
組

ん
だ
。

供
本
数
を
昨
年
よ
り
２
０
０

０
本
増
や
し
今
ま
で
以
上
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
福
島
県
の

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
り
上
が
っ
て

い
る
今
、
そ
の
波
に
乗
っ
て

市
民
が
笑
顔
に
な
る
結
果
を

見
せ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

語
り
、
鈴
木
代
表
取
締
役
は

「
今
年
も
ふ
く
し
ま
の
水
の

ご
提
供
に
感
謝
す
る
。
想
像

力
あ
ふ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
で
地

域
を
喜
ば
せ
た
い
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
た
。

　

同
Ｆ
Ｃ
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
デ
ザ
イ
ン
や
同
局
広

報
媒
体
へ
の
選
手
の
出
演
な

ど
を
通
し
て
福
島
市
の
水
道

事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　

ふ
く
し
ま
の
水
は
同
局
が

水
道
水
の
品
質
の
良
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
目
的
で
平
成
18
年
度

か
ら
製
造
し
て
い
る
。
摺
上

川
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
水
道

水
を
ボ
ト
リ
ン
グ
し
た
も
の

で
、
市
役
所
を
は
じ
め
市
内

各
所
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

売
り
上
げ
の
一
部
は
同
局
が

行
う
水
源
保
全
活
動
に
あ
て

ら
れ
る
。

　

摺
上
川
ダ
ム
の
周
辺
は
水

源
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
汚
染
の
原
因
に
な
る

施
設
が
な
い
た
め
水
質
が
良

好
。
ふ
く
し
ま
の
水
は
そ
の

品
質
の
良
さ
か
ら
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
最
高
金
賞
を
２

年
連
続
で
受
賞
し
て
い
る
ほ

か
、
飲
食
品
の
味
を
審
査
す

る
ｉ
Ｔ
Ｑ
ｉ
（
国
際
味
覚
審

査
機
構
）
で
は
水
道
水
で
初

と
な
る
優
秀
味
覚
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

　

福
島
市
水
道
局
は
、
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
３
の
福
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
と
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
結

び
、
試
合
や
練
習
の
際
の
飲

料
水
と
し
て
同
局
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
「
ふ
く
し
ま
の

水
」
１
万
２
０
０
０
本
を
提

供
す
る
。
ふ
く
し
ま
の
水
の

提
供
は
昨
シ
ー
ズ
ン
に
引
き

続
き
２
度
目
。
鈴
木
勇
人
・

同
Ｆ
Ｃ
代
表
取
締
役
ら
が
５

日
、
木
幡
浩
・
福
島
市
長
の

元
を
訪
れ
、
ふ
く
し
ま
の
水

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

木
幡
市
長
は
「
今
年
は
提

災
害
時
の
応
急
給
水
充
実
へ

応
急
給
水
車
等
を
多
数
保
有

札

幌

市

水

道

局

と

札
幌
環
境
維
持
管
理
協

協定書を手に握手する原田会長㊧と三井管理者

構
成
し
て
お
り
、
同
局
の
配

水
池
清
掃
業
務
を
受
託
し
て

い
る
企
業
も
登
録
さ
れ
て
い

る
。
給
水
車
の
ほ
か
、
散
水

車
や
洗
浄
車
な
ど
の
加
圧
装

置
を
有
す
る
車
両
を
約
80
台

保
有
し
て
い
る
。

　

協
定
で
は
、
市
内
で
起
き

た
災
害
な
ど
に
よ
る
断
水
・

減
水
な
ど
に
伴
う
活
動
の
み

な
ら
ず
、
市
が
派
遣
す
る
他

の
水
道
事
業
体
な
ど
へ
の
応

援
に
伴
う
活
動
も
含
む
こ
と

と
し
、
同
局
に
よ
る
指
揮
の

も
と
で
活
動
す
る
。
平
時
に

は
訓
練
や
研
修
、
情
報
交
換

を
行
い
、
双
方
の
連
携
を
深

め
て
い
く
こ
と
で
協
定
の
実

効
性
を
高
め
、
災
害
時
の
迅

速
・
円
滑
な
応
急
給
水
活
動

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で

は
、
札
幌
市
内
の
水
道
管
の

被
害
な
ど
に
伴
う
断
水
は
局

所
的
で
あ
り
、
給
水
車
の
支

援
を
受
け
る
状
況
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
今
後
、
長
期
・

広
範
囲
で
断
水
が
発
生
す
る

よ
う
な
地
震
の
発
生
が
予
測

さ
れ
る
な
か
、
災
害
時
に
病

院
や
避
難
所
な
ど
へ
の
給
水

の
充
実
を
図
る
た
め
、
同
協

会
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

と
し
た
。
同
局
が
水
道
事
業

体
以
外
の
団
体
と
協
定
を
結

ぶ
の
は
、
札
幌
市
管
工
事
業

協
同
組
合
、
札
幌
市
水
道

サ
ー
ビ
ス
協
会
に
続
い
て
３

例
目
と
な
る
。

老
朽
配
水
管
38
㌔
を
更
新

施
設
整
備
費
は
１
２
３
億
円

さ
い
た
ま
市
水
道
局

31

年

度

予

算

　

さ
い
た
ま
市
水
道
局
の
平

成
31
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算
の
資
本
的
支
出
は
１
８
３

億
７
０
６
４
万
円
（
対
前
年

度
比
２
・
３
％
減
）
で
、
そ

の
う
ち
施
設
整
備
費
は
１
２

２
億
７
１
９
２
万
円（
同
１
・

３
％
減
）
を
計
上
、
中
央
監

視
制
御
装
置
の
更
新
が
完
了

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
微
減
と

な
っ
た
。
平
成
28
年
度
か
ら

32
年
（
２
０
２
０
年
）
度
を

計
画
期
間
と
す
る
「
さ
い
た

ま
市
水
道
事
業
中
期
経
営
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
老
朽
管

更
新
事
業
や
耐
震
化
事
業
な

ど
の
施
策
を
着
実
に
推
進
す

る
。

　

老
朽
管
更
新
事
業
に
は
75

億
８
１
７
万
円
を
計
上
し

た
。
管
路
総
延
長
に
対
し
て

各
年
度
１
・
０
％
以
上
の
更

新
率
を
目
標
と
し
て
お
り
、

31
年
度
も
こ
の
目
標
を
維
持

し
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
約

38
㌔
を
更
新
・
耐
震
化
す

る
。
特
に
、
区
役
所
や
救
急

告
示
医
療
機
関
な
ど
大
規
模

災
害
時
に
重
要
拠
点
と
な
る

施
設
へ
の
配
水
ル
ー
ト
と
な

る
配
水
管
の
更
新
・
耐
震
化

を
優
先
的
に
進
め
る
。

　

耐
震
化
事
業
に
は
10
億
９

９
５
１
万
円
を
投
入
す
る
。

29
年
度
か
ら
33
年
（
２
０
２

１
年
）
度
の
期
間
で
北
部
配

水
場
配
水
池
の
更
新
工
事
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
新
配
水

池
の
築
造
工
事
を
引
き
続
き

進
め
る
と
と
も
に
、
既
設
の

Ｐ
Ｃ
製
配
水
池
の
改
造
工
事

に
も
着
手
す
る
。
新
配
水
池

の
容
量
は
１
万
立
方
㍍
×
２

池
、
地
上
式
・
Ｐ
Ｃ
造
。

　

水
質
管
理
や
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
の
強
化
を
図
る
た

め
、
32
年
度
の
完
了
を
目
標

に
給
水
区
域
の
配
水
ブ
ロ
ッ

ク
化
を
推
進
す
る
配
水
ブ

ロ
ッ
ク
整
備
事
業
に
は
、
４

億
９
３
４
５
万
円
を
計
上
、

尾
間
木
幹
線
を
は
じ
め
と
す

る
配
水
幹
線
や
配
水
支
管
の

整
備
を
進
め
る
。

　

配
水
支
管
整
備
事
業
に
は

10
億
５
４
０
６
万
円
の
予
算

を
組
ん
だ
。
市
民
か
ら
の
要

望
に
基
づ
き
、
漏
水
が
多
発

し
て
い
る
輻
そ
う
給
水
管
の

解
消
な
ど
に
取
り
組
む
も
の

で
、
整
備
延
長
は
約
８
・
５

㌔
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
老
朽
化
し
て

い
る
土
合
浄
水
場
と
東
大
宮

浄
水
場
の
深
井
戸
の
更
新
・

改
良
を
行
う
地
下
水
源
整
備

事
業
に
は
２
億
２
３
９
３
万

円
、
30
年
度
か
ら
32
年
度
で

西
部
配
水
場
の
老
朽
化
し
た

自
家
発
電
設
備
を
更
新
す
る

拠
点
施
設
整
備
事
業
に
は
３

億
２
４
６
７
万
円
を
計
上
し

た
。

技
術
者
の
技
術
水
準
向
上
を

目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
。
同
協
会
は
、
下
水
道
管

路
施
設
の
管
理
技
術
者
養
成

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
管
路

施
設
の
管
理
業
務
の
履
行
に

つ
い
て
必
要
な
知
識
と
技

術
・
技
能
を
持
つ
者
を
、
そ

の
程
度
に
応
じ
、
資
格
認
定

し
て
い
る
。

　

試
験
の
詳
細
は
、
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
問
い
合

わ
せ
は
、
同
協
会
試
験
・
研

修
部
（
電
話
03
―
３
８
６
５

―
３
５
７
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
03
―

５
８
０
９
―
２
６
１
５
）
ま

で
。

　

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
は
、
第
22
回
（
２
０
１

９
年
度
）
下
水
道
管
路
管
理

技
士
資
格
認
定
試
験
の
受
験

申
し
込
み
を
４
月
１
日
か
ら

19
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

　

資
格
の
種
類
は
、
①
下
水

道
管
路
管
理
総
合
技
士
②
下

水
道
管
路
管
理
主
任
技
士
③

下
水
道
管
路
管
理
専
門
技
士

（
清
掃
部
門
、
調
査
部
門
、

修
繕
・
改
築
部
門
）
―
の
３

種
類
。
主
任
技
士
と
専
門
技

士
（
調
査
部
門
）
は
、
国
土

交
通
省
の
技
術
者
資
格
登
録

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

総
合
技
士
の
筆
記
試
験
は

７
月
14
日
に
東
京
・
大
阪
、

面
接
試
験
は
９
月
14
日
に
東

京
で
実
施
す
る
。
主
任
技
士

の
学
科
試
験
、
実
地
試
験

は
７
月
13
日
に
全
国
７
都

市
（
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
福

岡
）
で
行
う
。
専
門
技
士
の

学
科
試
験
、
実
地
試
験
は
７

月
13
日
に
全
国
７
都
市
で
、

実
技
試
験
は
７
月
下
旬
か
ら

９
月
中
旬
に
全
国
７
都
市
で

行
う
。

　

下
水
道
管
路
管
理
技
士
資

格
認
定
試
験
は
、
管
路
管
理

処
理
場
」
と
し
て
運
転
を
開

始
。
現
在
の
水
再
生
セ
ン

タ
ー
で
は
、
荒
川
・
台
東
区

の
全
部
、
文
京
・
豊
島
区
の

大
部
分
、
千
代
田
区
・
新

宿
・
北
区
の
一
部
を
処
理
区

域
と
し
て
い
る
。
処
理
水
は

隅
田
川
に
放
流
し
、
発
生
汚

泥
は
東
部
ス
ラ
ッ
ジ
プ
ラ
ン

ト
で
処
理
し
て
い
る
。
参
加

者
は
、
処
理
フ
ロ
ー
一
つ
ひ

と
つ
の
説
明
を
受
け
、
写
真

を
撮
り
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
た
。

　

隣
接
す
る
旧
三
河
島
汚
水

処
理
場
喞
筒
場
は
、
国
の
重

要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
当
時
使
用
し
て
い
た

ポ
ン
プ
施
設
や
馬
蹄
形
レ
ン

ガ
敷
き
の
下
水
管
な
ど
を
見

学
。
参
加
者
の
一
人
は
「
歴

史
的
に
貴
重
な
施
設
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

三
河
島
水
再
生
セ
、旧
喞
筒
場
を
訪
問

施
設
見
学
会
開
く

水
団
連

　

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
は
８
日
、
第
35
回
施
設
見

学
会
を
開
き
、
会
員
企
業
・

団
体
か
ら
23
人
が
参
加
し

た
。
東
京
都
下
水
道
局
の
三

河
島
水
再
生
セ
ン
タ
ー
と
旧

三
河
島
汚
水
処
理
場
喞
筒
場

を
訪
れ
、
同
局
の

髙
橋
明

宏
・
セ
ン
タ
ー
長
ら
か
ら
施

設
の
説
明
を
受
け
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
大
正
11

年
３
月
に
日
本
で
最
初
の
下

水
処
理
施
設
「
三
河
島
汚
水第一沈殿池を見学

石垣メンテナンスと災害協定
池田市上下水道部

ＢＣＰ訓練などで連携強化へ

１
級
排
水
管
更
生
技
士
が
２
０
０
人
突
破

認
定
研
修
会
開
く

日
本
管
更

生
工
業
会

　

日
本
管
更
生
工
業
会
は

８
、９
日
、都
内
で
第
６
回
１

級
排
水
管
更
生
技
士
認
定
研

修
会
を
開
い
た
。
研
修
会
終

了
後
の
認
定
試
験
は
32
人
が

受
験
し
31
人
が
合
格
。
１
級

排
水
管
更
生
技
士
の
有
資
格

者
は
２
０
４
人
と
な
っ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
排
水
管
更

生
技
士
研
修
会
テ
キ
ス
ト
な

ど
を
用
い
て
、
排
水
管
更
生

工
法
概
要
や
排
水
管
更
生
用

材
料
、
施
工
計
画
、
施
工
管

理
、関
係
法
規
、排
水
設
備
、

排
水
管
の
劣
化
と
更
生
工
事

の
施
工
可
否
診
断
、
排
水
管

洗
浄
に
つ
い
て
講
義
。
ポ
イ

ン
ト
や
注
意
点
に
つ
い
て
事

例
を
交
え
て
説
明
し
た
。

　

研
修
会
に
先
立
っ
て
、
同

工
業
会
の
島
倉
荘
一
・
理
事

長
は
「
近
年
、
排
水
管
の
更

生
工
事
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
後
も
増
え
て
い
く
と

予
想
さ
れ
る
。
施
工
に
際
し

て
は
、
事
前
に
更
生
工
事
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し

取
捨
選
択
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
来
賓
の
相
場

洋
・
建
築
保
全
セ
ン
タ
ー
技

術
開
発
部
長
は
「
研
修
会
で

し
っ
か
り
勉
強
し
、
技
術
提

案
が
で
き
る
人
材
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

左から石垣の冨岡正明取締役、白山副社長、池
田市の長尾管理者、福井誠・上下水道部長

　

池
田
市
上
下
水
道
部
は
11

日
、
庁
舎
会
議
室
で
石
垣
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
の
災
害
時
の

支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
書

締
結
式
を
行
っ
た
。
同
部
で

は
初
の
民
間
企
業
と
の
災
害

協
定
と
な
り
、
今
後
、
各
種

訓
練
を
通
し
て
災
害
時
対
応

の
向
上
、
連
携
強
化
に
努
め

て
い
く
。

　

締

結

式

で

長

尾

伊

織
・
上
下
水

道
事
業
管
理

者
は
「
昨
年

は
大
阪
北
部

で
の
地
震
、

豪
雨
な
ど
自

然
災
害
が
頻

発
し
た
。
支

援
活
動
を
行

う
中
で
、
官

民
問
わ
ず
広

く
連
携
し
た

対
応
の
必
要

性
を
再
認
識

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
発

生
し
た
日
に
協
定
を
結
ぶ
こ

と
は
意
義
深
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
白
山
庄
次
・
石
垣
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
取
締
役
副
社
長

は
「
東
日
本
大
震
災
で
は
宮

城
県
災
害
対
策
本
部
に
入
り

支
援
活
動
を
行
っ
た
。
災
害

時
支
援
で
の
経
験
を
活
か
す

と
と
も
に
想
定
外
の
災
害
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
日
常
の

教
育
、
訓
練
に
取
り
組
み
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

同
部
は
平
成
26
年
度
に
池

田
市
上
下
水
道
部
Ｂ
Ｃ
Ｐ

「
地
震
編
」
を
策
定
し
た
。

定
期
的
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
を
行

い
、
処
理
場
の
運
転
管
理
を

請
け
負
う
石
垣
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
参
加
し
て
い
る
。
両
者

の
協
議
の
結
果
、
平
常
時
の

現
場
業
務
の
み
な
ら
ず
、
災

害
時
の
連
携
体
制
の
強
化
を

目
的
に
今
回
の
協
定
締
結
と

な
っ
た
。

　

協
定
は
要
請
方
法
・
支
援

内
容
・
資
機
材
の
使
用
・
訓

練
の
実
施
・
経
費
負
担
・
万

一
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
災

害
補
償
な
ど
を
定
め
て
お

り
、
災
害
時
の
上
下
水
道
へ

の
円
滑
な
支
援
活
動
を
目
指

し
て
い
る
。

　

同
部
は
今
月
14
日
に
上
下

水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
全
体
訓
練
を
実

施
、
さ
ら
に
平
成
31
年
度
に

は
自
家
発
電
機
起
動
訓
練
、

雨
水
ポ
ン
プ
起
動
訓
練
な
ど

を
実
施
す
る
。
全
て
の
訓
練

に
石
垣
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
参

加
す
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
Ｃ
Ｏ

２

削
減
事
業

取
水
ポ
ン
プ
に
イ
ン
バ
ー
タ
ー
導
入

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー

電
力
消
費
量
と
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
を
図
る
。

　

６
日
に
は
事
業
の
実
施
に

向
け
覚
書
を
締
結
、
小
野
好

信
・
同
社
上
水
道
部
長
と
ヒ

エ
ン
・
Ｔ
Ｄ
Ｗ
社
長
、
施
工

を
担
当
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ　

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
中
﨑
克
文
・
代

表
取
締
役
社
長
が
文
書
を
取

り
交
わ
し
た
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｗ
が
運
営
し
て
い
る

取
水
場
に
イ
ン
バ
ー
タ
ー
を

導
入
し
て
、
水
の
使
用
量
に

合
わ
せ
て
取
水
ポ
ン
プ
の

モ
ー
タ
ー
回
転
数
を
調
整
す

る
こ
と
に
よ
り
、
無
駄
な
回

転
数
を
減
ら
し
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢

献
す
る
。
１
年
あ
た
り
電
力

消
費
量
を
１
２
８
万
ｋ
Ｗ
ｈ

削
減
で
き
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量

は
１
０
４
３
㌧
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
横
浜
ウ
ォ
ー

タ
ー
は
事
業
を
統
括
し
、
18

年
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
。
３
月
末
に
工
事
契

約
を
結
び
、
工
事
は
来
年
度

末
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
。

　

今
回
の
事
業
で
活
用
し
た

「
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

資
金
支
援
事
業
の
う
ち
設
備

補
助
事
業
」
は
、
日
本
の
優

れ
た
低
炭
素
技
術
な
ど
を
活

用
し
て
途
上
国
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削
減

す
る
事
業
を
実
施
し
、測
定
・

報
告
・
検
証
し
て
算
出
さ
れ

た
排
出
削
減
量
を
、
二
国
間

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
よ
り
日

本
の
排
出
削
減
量
と
し
て
計

上
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
事

業
者
に
初
期
投
資
費
用
の
２

分
の
１
を
上
限
と
し
て
設
備

補
助
を
行
う
も
の
。

　

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
平
成

28
年
度
よ
り
同
国
ダ
ナ
ン
市

で
も
同
事
業
を
活
用
し
た
Ｃ

Ｏ
２

削
減
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
同
国
内
で
の
環
境

保
全
事
業
の
水
平
展
開
を

図
っ
た
。

　

横
浜
市
水
道
局
が
１
０

０
％
出
資
す
る
横
浜
ウ
ォ
ー

タ
ー
は
、
環
境
省
の
「
二
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
資
金
支

援
事
業
の
う
ち
設
備
補
助
事

業
」
を
活
用
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
国
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
Ｃ
Ｏ

２

削
減
事
業
を
実
施
す
る
。

同
社
と
現
地
の
水
道
事
業
者

で
あ
る
ト
ゥ
・
ド
ゥ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
（
Ｔ
Ｄ
Ｗ
）
が

国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形

成
し
、
取
水
場
の
取
水
ポ
ン

プ
に
日
本
製
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

握
手
す
る
（
左
か
ら
）
小
野

部
長
、
ヒ
エ
ン
社
長
、
中
﨑

社
長

木
幡
市
長
（
左
か
ら
２
人
目
）

ボ
ト
ル
水
を
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
提
供

試
合
や
練
習
時
の
飲
料
水
に

福
島
市

水
道
局

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
で
４
社
表
彰

浜
松
市
上
下
水
道
部

現
場
追
跡
調
査
で
長

期
健
全
度
を
証
明

ビ
ッ
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

旧三河島喞筒場内を見学

４
月
１
日
に
管
路
管
理

技
士
試
験
の
申
込
開
始

管
路
協

表彰状を手に喜びの受賞者


